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調 査 成 果 

試掘坑① 
調査面積 117 ㎡ 
検出遺構 計 6 基（石積遺構 ２ 基・土丹 2 基・木杭群 ２ 基） 
出土遺物 点数 2,045 点、重量 244kg（磁器 366 点、陶器 384 点、炻器 19 点、土器 3 点、木製品 2 点、土製品 1 点、

瓦類 29 点、ガラス製品 35 点、赤レンガ 1,205 点、自然遺物 1 点） 
調査所見  現地周辺の地表面標高（以下、GL という）は約3.5ｍを測るが、旧厚生会館を解体した時点で、GL−3.5 ｍ 

（ＴＰ＝約0.20ｍ）まで削平されていた。また、解体時に発生したコンクリートガラや土砂を取り除くとさらに
約−20 cm下がり、この標高（ ＴＰ＝± 0.0 m ）で旧護岸とみられる石積遺構とその裏込めとみられる土丹が検
出された。これらの遺構はいずれもTP＝− 1.20 〜0.00ｍの範囲で確認された。 

石積遺構については、試掘坑②や令和 4 年度の試掘坑である①でも確認されているため、令和 4 年度の調査で
確認された石積遺構A・B を起点に連番とし、当調査区で確認された石積遺構をC・D とした。当試掘坑の石積
遺構は A 区とＢ区で確認されたが（ 8 図 ）、いずれも隅田川に併行し直線上に並ぶことから、同一遺構として
調査を行った。石積遺構の長さは、Cが 9.03 m、Dが 22.81 mを測り、検出面の標高はC・DともにTP＝ 0.00 ｍ
前後であった。しかし、いずれも上段は後世の攪乱により壊されており、遺存していた石垣石は調査できた範囲
で２〜４段が確認された。石垣石の規模や形状は均一ではなく、C・Dともに小面縦 30〜66 × 小面横 38〜44 
cm、控え 34 〜 66 cmであった。規模や形状に統一性がないのは、再利用した石垣石が用いられていたための可
能性が考えられる。また、石垣石はすべて安山岩で、刻印などは認められなかった。 

石積遺構の裏込めには褐色ないし淡褐色を帯びた土丹が、奥行 2.5 m、高さ 0.54 mの範囲で確認されたが、表
層では既に崩れた状態で、後世の攪乱も多かった。 

石積遺構より隅田川側では、Ａ・Ｂ区ともに木杭群が検出された。赤松材とみられ、直径 15 cmから 30 cm前後の
ものが主体である。地盤補強として何らかの建物の基礎として使用された可能性が窺われる。 

石積遺構の構築時期については、遺構に伴う遺物が少なく明確に把握することはできなかった。しかし、令和４
年度の調査では、江戸時代中期の整地層である第３層より上面で石積遺構が構築されていることや、関東大震
災時（1923年）に損壊した海軍省の建物に使用されていたものと推測される赤レンガ片が遺構上から出土してい
ること、土丹や石垣石内から出土した遺物が江戸時代中期に比定されることなどから、江戸時代中期以降に構築さ
れ、明治時代まで使用されていたものと考えられる。 

次に、試掘坑①で出土した遺物について述べていきたい。 
 試掘坑①は旧厚生会館を解体した時点でＴＰ＝約 0.20 ｍ地点まで削平されていた。そのため、出土遺
物は大きく分けて、①層厚 20 cmほどの近・現代の盛土層内、②近世の石積遺構内、③石積遺構の隅田
川側の埋土内から出土したものに大別される。以下、①〜③ごとに紹介していきたい。 

①の層厚は 20 cmほどで近・現代の盛土層内である大半が関東大震災で倒壊した海軍省の建物部材とみられる
赤レンガ片である。これらの赤レンガは震災後に行われた造成工事により、当地内で整地の際、廃棄されたものと
思われる。 

②の石垣石及び土丹内・杭群内の遺物は、18 世紀代に比定されるものが多いものの、17 世紀後葉に比定される
遺物も見られる。 

また、石垣石内の遺物には、水中から入り込んだ後世の遺物も混入しているようで、近代の遺物も認められる。
肥前産の磁器碗や鉢、瀬戸・美濃産の陶器徳利、堺・明石産や丹波産の擂鉢等が認められる。また、唐華文の皿（1650年 
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以前ヵ）が木杭群の隙間から出土している。 
③の主に石垣石隅田川側の埋土層から出土した遺物は、上層の遺物と下層の遺物に大別され、上層の遺物は 

18世紀代〜 20 世紀代に、下層の遺物は主に 17 世紀後半〜18 世紀代に比定される。肥前産の磁器鉢、瀬戸・美濃
産の擂鉢等が該当する。17 世紀中葉以降に比定される瀬戸・美濃産陶器菊皿や 17世紀後葉のコンニャク印判
（菊花文）の肥前産磁器皿も出土している。 

なお、先述した赤レンガには刻印が認められているものが10点あった。試掘坑①〜③全域で出土したレンガ刻印
と合わせると、刻印のある赤レンガの総出土数は90点に及ぶ。その内訳は以下のとおりである。 

・「輪違い」・・8 点（試掘坑② 4 点、試掘坑③ 4 点） 
・「桜花」・・・4 点（試掘坑① 1 点、試掘坑② 3 点） 
・「扇」・・・・32点（試掘坑① 3 点、試掘坑② 7 点、試掘坑③ 22 点） 
・「久」・・・・6 点（試掘坑① 2 点、試掘坑② 3 点、試掘坑③ 1 点） 
・「八」ヵ・・・6 点（試掘坑② 3 点、試掘坑② 3 点） 
・「二」ヵ・・・6 点（試掘坑② 4 点、試掘坑③ 2 点） 
・「工」ヵ・・・5 点（試掘坑② 1 点、試掘坑② 3 点、試掘坑③ 1 点） 
・「リ」ヵ・・・5 点（試掘坑② 1 点、試掘坑③ 4 点） 
・「ツ」ヵ・・・1 点（試掘坑② 1 点） 
・「ヲ」ヵ・・・5 点（試掘坑② 3 点、試掘坑③ 2 点） 
・判読不明・・ 12 点（試掘坑① 3 点、試掘坑② 3 点、試掘坑6 点） 

「桜花」は4点確認されたが、当遺跡周辺では、千代ケ崎砲台跡（明治 28年竣工・東京湾の要塞）のほかに
陸上自衛隊十条駐屯地などの軍事関連施設で確認される例が多い。出土した「桜花」の赤レンガは 14 種類の花
章を刻印として用いていた小菅集治監製のレンガである可能性が高く、葛飾区「郷土と天文の博物館」所蔵、小菅
集治監製煉瓦の「桜花」刻印と酷似している。 

「扇」は、北区飛鳥山公園にある青淵文庫の露台基礎等に見られるが、今回の調査では一番点数が多く、32 
点が確認された。 

「輪違い」は、三菱製紙中川工場や日本煉瓦製造旧事務所に展示されている刻印と酷似しており、日本煉瓦製
造所製の可能性が高い。 

「二」ヵ、「八」ヵは、江の島サムエル・コッキング苑ほか全国各所で確認されており、製作所は複数存在するとみら
れる。 

整地面  試掘調査開始時にすでにGL−3.5 ｍ（ ＴＰ＝約0.20ｍ）まで削平されていたため、近世以降の整地面は確認
されなかった。しかし、旧護岸とみられる石積遺構は上層部を除き検出された。 

 

【参考文献・デジタル資料】 
・水野信太郎 『日本煉瓦史の研究』 法政大学出版局 2013 年４ 月 
・葛飾区 HP 
・「煉瓦刻印写真集」『歩鉄の達人』 
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１．隅田川に併行に並ぶ遺構「石積遺構Ａ・Ｃ・Ｄ・Ｇ」 
２．隅田川に併行に並ぶ遺構「石積遺構Ｆ・Ｈ」 
３．隅田川に直交する遺構「石積遺構Ｂ・Ｅ」 

試掘坑② 
調査面積 282 ㎡ 

検出遺構 計 6 基（石積遺構 ４ 基・土丹 2 基） 
出土遺物 点数 1,629 点、重量 262kg （磁器 108 点、陶器 98 点、炻器 2 点、土器 4 点、瓦 40 点、木製品 1 
点、金属製品 5 点、ガラス製品 26 点、自然遺物 1 点、赤レンガ1,344 点） 

調査所見  現地周辺の地表面標高（以下、GL という）は 3.42ｍ〜3.48ｍを測るが、すでに GL−1.90m〜2.00m（Ｔ 
Ｐ＝約 1.30ｍ）まで削平されてた。また、TP＝0.80〜1.10ｍまでは褐色土主体の昭和期の埋め立て層（第１〜３層）
である。この埋め立て層を取り除く過程で護岸遺構とみられる石積遺構とその裏込めとみられる土丹が検出された。
これらの遺構はいずれもTP＝−1.20〜1.10ｍの範囲で確認された。 

本年度調査区と令和 4 年度調査で確認された石積遺構はＡ〜Ｈまで確認されたが、当調査区ではE〜H が該当
する（13 図）。しかし、石積遺構の方向や石垣石の規模や形状から、同一遺構であると判断できる遺構が３基に
集約されるため、下記に示した１〜３の順で整理しながら述べていきたい。 

F・H は、いずれも隅田川に併行して直線上に並ぶことから、同一遺構と捉えた。また、Ｅは令和 4 年度の試掘
坑１で確認されたＢと位置的に同一遺構と考えられる。 

そこで、ここでは調査区内で確認された石積遺構を令和 4 年度調査で確認された石積遺構の調査結果と照らし合
わせて述べていきたい。 

上述した通り、１と２は、隅田川に併行に並ぶ石積遺構であるが、その中でも１は、江戸時代中期の整地層である
第３層より上面で石積遺構が構築されていることや、Aの土丹内から出土した遺物などから、江戸時代後期に構築さ
れたとみられる。石垣石の規模も２より大きく、Ａの石垣石は小面縦32 〜 66 × 小面横38〜48 cm、控え 36〜 66 
cm、Ｂ・E の石垣石は小面縦30 〜 36 × 小面横41 〜 44 cm、控え 30 cm 前後であった。 

なお、令和4 年度の試掘調査で確認された石積遺構（図 16）と今回確認された石積遺構も配置的には同一遺構と
思われ、A〜Ｄまでの未調査の範囲も含めて勘案すると、約 75.92m に渡って江戸時代の隅田川沿いにあった護岸を
確認できたと言えよう。 

２は、遺物から明治期以降に構築されたと考えられるが、石垣石の隙間にビニル紐や空き缶のプルトップが挟まっていた
ことから、現在の護岸が付設されるまで隅田川の波に晒されていたものと思われる。 

３は、隅田川に直交する遺構であり、石積遺構及び令和4年度調査で確認されたAとＴ字状にぶつかる。その形状
から舟入場であることが選択肢のひとつとして想定されている（ 令和 4 年度度試掘調査報告書）。また、ＡとＢは、
同時に構築されたのではなく、切り合いからA が先行し、次にB が構築されたものと考えられる。 

試掘坑２の出土遺物は、すでにGL−1.50m前後（ＴＰ＝約 2.00〜2.30ｍ）まで削平されていたため、(１)石積遺
構より上層の層内、(２)Ｆ・Ｈ外側の埋土層内、(３)Ｇの外側の埋土層内の３か所から出土したものに大
別される。 

１の出土遺物は、少量ではあるが近代〜昭和時代の遺物と共に出土している。２の出土遺物は、上層では19 世紀代の
磁器碗等が出土しているが、下層では18世紀代の堺・明石産の擂鉢等が出土していた。その理由としては、下
層ではＦ・Ｈが護岸として機能していた時期に投棄されたり流れ着いたりした遺物が溜まっていたためと思われる。上
層の出土遺物については、護岸としての役割を終え、新しく造られたＦ・Ｈとの間を埋めていく過程で、埋土に
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混入あるいは投棄されたものであろう。３の出土遺物は、黒釉が掛かった17世紀後半とみられる瀬戸・美濃産の
陶器碗や、18世紀前葉から中葉の京・信楽焼の腰折れの碗や19世紀代の遺物がみられた。加えて、震災後の造成
事業の際に投棄されたとみられる赤レンガ片も多数出土していた。 

整地面   試掘２の調査で明らかになった整地面と構成する土層を以下に記す。 
① 調査開始時に、GL−1.50m前後（ＴＰ＝約 2.00〜2.30ｍ）まで削平されており、昭和10年の築地市

場開設時の整地面は削平されていた。１〜３層は昭和期の埋立層である。 
② 関東大震災後に海軍省の関連施設の廃材を主体に造成した面（４層）。 
③ 江戸期に構築された石積遺構は上部が取り除かれており、近世の整地面は確認されなかった。 
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18 図　試掘坑②遺構実測図 -６　1/80

A-A′　立面図

B-B′　立面図

0 5m

１：80
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1. シルト 質土主体， 灰オリ ーブ色土 (5Y 5/3)， 締り ; 弱， 粘性 ; やや弱い， 包含物 ; 赤レ ンガ片 5 ～ 20cm 10％， 礫φ5 ～ 15cm 10％   

1. シルト 質土主体， 灰オリ ーブ色土 (7.5Y 8/3)， 締り ; 弱， 粘性 ; 弱， 包含物 ; 赤レ ンガ片 5 ～ 20cm 50％， 礫φ5 ～ 15cm 10％    

m

m

19 図　試掘坑②遺構実測図 -７　1/80

C-C′　立面兼断面図

D-D′　立面兼断面図
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１：80
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1. 砂質汚泥層， 灰色土 (7.5Y 5/1)， 締り ; 弱， 粘性 ; やや弱， 包含物 ; 赤レ ンガ片 5 ～ 20cm 60％， 礫φ5 ～ 15cm 5％ 

m

m

20 図　試掘坑②遺構実測図 -８　1/80

E-E′　立面図

F-F′　立面兼断面図

0 5m

１：80
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ղ22 図　試掘坑 遺構実測図 -0　80

ව+-+′　❧面 断面図
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１：80
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カ ク ラ ン
石

1. シルト 質土主体， 暗灰黄色土 (2.5Y 5/2)， 締り ; 弱， 粘性 ; 弱， 包含物 ; 礫φ10cm 10％ 

2. シルト 質土主体， 灰オリ ーブ色土 (7.5Y 4/2)， 締り ; やや強， 粘性 ; やや強， 包含物 ; 礫φ1 ～ 2cm10％ 

3. シルト 質土主体， 灰オリ ーブ色土 (5Y 5/2)， 締り ; やや弱， 粘性 ; 弱， 包含物 ; 礫φ10 ～ 20cm 20％ 

4. シルト 質土主体， 暗オリ ーブ色土 (5Y 4/3)， 締り ; 弱， 粘性 ; やや弱， 包含物 ; 赤レンガ片 5 ～ 20cm 40％， 礫φ5 ～ 10cm 40％ 

5. シルト 質土主体， 灰オリ ーブ色土 (5Y 5/3)， 締り ; 弱， 粘性 ; 弱， 包含物 ; 赤レンガ片 5 ～ 20cm 20％， 礫φ5 ～ 10cm 40％ 
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試掘坑③ 
調査面積 401 ㎡ 

検出遺構 計 ６ 基（建物基礎（コンクリート製）１ 基、建物基礎（赤レンガ製）１ 基、土留め遺構１ 基、上水木樋 
１ 基、上水枡 １ 基、性格不明遺構 １ 基） 
出土遺物 点数 969 点、重量 91 kｇ（磁器 285 点、陶器 113 点、炻器 1 点、土器 5 点、瓦類 13 点、金属製品 1 点、ガ
ラス製品 35 点、銭貨 １ 点、赤レンガ 514 点、自然遺物 1 点） 

調査所見  試掘調査区の南西部は、旧築地市場に関連したインフラ関係の埋設管が複数検出され、そのため大部分が埋設
に伴う客土となっている。また調査区内北部は旧築地市場の建物基礎によって壊されており、昭和時代の整地層と近代の
整地層の境も不明瞭な箇所が目立った。 

調査区の掘削作業を始めた段階で、コンクリートガラが混入した盛土層を確認した。この盛土は昭和10年の築地市場
開設に向けての大規模な造成工事によるものと考えられ、地表面〜TP=2.3 mまで約60cmの層で、旧表土層である。 

旧表土層の下は赤レンガ片を主体とする整地層で、また、ガラス瓶の破片やコンクリートガラが赤レンガ片と共に
出土しており、関東大震災時に崩壊した海軍省時代の建物施設の廃材と考えられる。基本土層１〜3層が該当する。
その後、 TP=1.8m まで掘削し、赤レンガ製の建物基礎１基を確認した。土層はシルトと砂質土を主体とした褐色土
である。TP=1.5m まで掘削すると、建物基礎と考えられるコンクリート床が 7.87 ㎡の範囲で確認された。このコン
クリート床はレンガ片主体の層と近世の造成層の間層に位置している。 

なお、当概期は関東大震災直前の航空写真などから多くの海軍省関連施設が建てられていたことがわかっており、
今回確認された遺構は明治16 年（ 1883 ）に開校された生徒館の一部とみられる。基本土層４〜13層に該当する。 

また、このコンクリート床から長軸20 cm、深さ10 cmほどの小穴がコンクリート床上に2 か所検出された。 
他にコンクリート床にモルタルで固定されたレンガ構造物が 2 か所で確認された。しかし、当時の建物写真からはど
のような構造物であったかは判然としない。 

なお、このコンクリート床直下からは、径約15〜20 cm ほどの松杭が密集した状態で検出された。これは、軟弱な地
盤を補強するために行われた工法で、千代田区霞ヶ関に所在した海軍省の庁舎・施設址、大正３年（1914）に完成した
東京駅丸の内駅舎、昭和５年（ 1920 ）に起工された旧丸ビル等でも確認されている。 TP=0.37m まで掘削し、近世
に比定される整地面を確認した（基本土層21層と22層の間）。位置的に稲葉家（小田原藩）の拝領地とみられる。
この層では、上水木樋 １ 基、上水枡 １ 基、土留め遺構 １ 基、性格不明遺構 １ 基が確認された。層位TP=1.0〜
1.3m の間で確認された上水木樋 １基と上水枡 １ 基は、近世の層を掘り込み南北に延びて検出された。時期は遺物か
ら江戸時代前期から中期であった可能性があり、松平家との境界付近で確認された。木樋は、先述した明治期の建物基
礎（コンクリート製）の松杭によって壊されていた。土留め遺構 １ 基は、調査区中央部に位置し、大きく壊されてい
たが、土留状に組まれた板と杭が向かい合う格好で確認された（25 図）。しかし土層断面の観察結果からはレンガ廃棄層
を掘り込んでいた痕跡があったことから、震災後に上水木樋等を取り除いた可能性もある。調査区内北西部では、性格不
明遺構 １ 基が検出された。３本の杭と木板の小片のみの確認に留まっているが、建物の基礎とみられる。 

遺物が出土した層は大きく分けて３層である。内訳は、①上層（ 旧築地中央市場を造成した層）、②中層（震災前の
海軍省の時期の生活面を構成していた層）、③下層（近世の生活面を構成していた層）、となる。①の旧築地中央市場造 
成層から出土した遺物は、近代以降、昭和期までに比定されるものが主体となるが、数は少ないものの、中には近世の陶
磁器類も含まれる。②を構成していた層から出土した遺物は、19世紀代の陶磁器類のほか、瀬戸・美濃産の端反りの碗や筒
丸碗、肥前産の磁器碗や陶器碗、「泉州麻生」銘を有す焼塩壺など、17 世紀後葉から 18 世紀前葉頃の遺物も併せて出土
している。③の近世の生活面を構成していた層から出土した遺物は、肥前産磁器では、波佐見・平戸産のものがみられ、
雨降り文の碗など、17 世紀後葉から18世紀後葉にかけての遺物が主体である。 
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整地面 試掘坑③の調査で明らかになった整地面と構成する土層を以下に記す。 
① 昭和10年の築地市場開設に向けて造成した整地面（旧表土層） 
② 関東大震災後に海軍省の関連施設の廃材を埋め造成した整地面（１〜3層） 
➂ 明治16 年（ 1883 ）に開校された海軍兵学校の生徒館が建てられた近代の整地面（４〜13層） 
④ 近世に比定される整地面（基本土層21層と22層の間）。 

23図「海軍兵学校生徒館」明治16 年(1883)竣工 （東京都中央区京橋図書館所蔵） 
＊写真の向かって左側が今回の試掘調査区に該当すると想定し調査を行った。 
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Ҫݗ � ड़ߑ য়  ・・ ʥ◌ೈ౨ �ʤ Δ
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